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～「さねさし」とは、相模の枕詞です～ 

 

                           

 

 

  ５月 22 日（土）に、表記についての講習会

があり、参加しましたので報告いたします。 

（１） 勝坂遺蹟公園についての概略 

（２） 公園内に再現された竪穴住居について 

・敷石住居展示（30 号住居 レプリカ展示）

縄文時代中期の終わり頃（約 4500 年前）

の柄鏡の形に石を敷いた住居の復元 

・竪穴住居（１号住居 笹葺） 

縄文時代の中期（約 4700 年前）の珍し

い笹葺住居の復元。東京都の伊皿子
い さ ら ご

貝塚

で発見された焼失住居の調査を参考に

し、笹葺住居を復元した。京都のクマザ

サを使用した。 

・竪穴住居（３号住居 土葺） 

縄文時代の中期（約 4700 年前）の土を

屋根に葺いた住居を復元。保温性に優れ

ているが、雨漏りや湿気に難があり「冬

の家」か。 

その他、柱は長持ちする栗の木を使用。柱等

を縛るのに、縄を使わず細い木をねじり、紐の

代わりとして縛る方法を用いていること。 

 

 

 

 

 

（３） 中村家住宅の全体概要について 

・主屋は幕末期の和洋折衷住宅で、当初は三

階建てだったが、関東大震災後二階建てに。 

・建物の中は、整形四間取りが基本であり、

外壁は海鼠壁
な ま こ か べ

になっていることなど。 

講習会終了後、来園した大野南公民館区の

方々と一緒に見学。実りの多い講習でした。

今後、普及活動に協力したいと思います。 

（南部班 辻）

両手のひらと日本 

建築伝統の組物を 

イメージしたもの 

勝坂遺跡及び旧中村家住宅の

講習会参加報告 

旧中村家住宅見学
管理棟での講習会 

勝坂遺跡公園遠景
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文化財調査・普及員 活動スポット紹介 

星くずの里 黒耀石体験ミュージアムを見学

 ５月 20 日、田名向原遺跡ボランティアガイ

ド（田名向原遺跡案内・普及事業実行委員）31
名は、バスを仕立て長野県長和

な が わ

町の「星くずの

里 黒耀石体験ミュージアム」を見学しました。

新入の４期生の歓迎を兼ねて私達ガイドとし

ての研修と知識向上のためです。 
 当日は雨模様の曇天で、朝８時に橋本駅前を

出発、目的地に到着したのは昼前でした。 
  黒耀石体験ミュージアムでは井出学芸員の

説明で館内見学後、星糞
ほしくそ

峠から黒耀石の破片

が散乱する山道をのぼり黒耀石採掘遺跡に案

内していただきました。３万年前から人々は

貴重な石器材料を求めてこの道を辿ったのか、

と考えながら急な斜面を登るとそこが鉱山跡

でした。ほとんど一面に採掘穴跡が浅い窪み

として残っています。ひときわ大きな採掘跡

は復元公開するため準備中で、今秋に完成す

ればここで記念イベントが開催されるとのこ

とでした。この後、明治大学黒耀石研究セン 
ターを見学して３時に現地を発ち、６時半に 

橋本駅に到着、解散しました。私達は、田名 
向原遺跡公園開園（H19 年３月）以来、延べ 
4,625 人（H22.7 月現在）の見学者を案内し 
てきましたが、皆さんに喜ばれるガイドがで

きるよう

当実行委

員会独自

の研修事

業として

実施され

ました。 
 今回の

見学会は、

市川、内田、嶋田が指名されて準備に当たり

ました。大過なく実行できましたのは、関係

者各位のご協力あったればこそと、感謝して

おります。 
＊黒曜

・

石を、ここでは黒耀
・

石と表示しています。 
（田名向原遺跡案内・普及事業実行委員 嶋田） 

 

上溝地区文化財のご案内 あじさい大学 OB サークル見学会

  あじさい大学「日本史」の OB 会のみなさん

に上溝地区の文化財をご案内致しました。 

“地元をもっと知りたい、地元の文化財を知

りたい”との要望が出され、文化財保護課を通

して当西部班に、案内の依頼がありました。ガ

イド計画を作り、打合せを行って、７月１日に

現地見学会を行いました。心配していた雨天は

逆に強い日差しの暑さに変わりましたが、ゆっ

くりしたペースで歴史散策を楽しみました。 

  午後１時に上溝駅集合、11名のメンバーに当

方３名が加わり、文化財調査・普及員の役割等

について簡単な説明を行い、文化財めぐりにス

タートしました。上溝中学校脇から横山公園を

抜け榎神社に参詣

し見学しました。途

中、横山公園の上溝

城伝承や、丸崎は本

丸の崎との地名の

由来などを会話し

て進みました。 

     次は「照手姫伝説・伝承地」で市街部にあ 

りながら、木々がこんもりと茂った姥沢
うばさわ

地区

で、初めて来た人も多く、感動に浸っていま

した。 

炎天の中を進み、上溝小学校に向かいまし

た。予め校内の資料館見学をお願いしており、

貴重な歴史資料を見学する事が出来ました。

特に圧巻は太政大臣などを歴任した明治の元

勲であった三條
さんじょう

実
さね

美
とみ

筆と言われる「上溝学校

木扁額」で桑の木１枚板（長さ136cm、幅36cm、

厚さ 3.4cm）のみごとな扁額です。 

その後、「木造 神像坐像」が安置されてい

る亀ヶ池八幡宮を参詣・見学し、さらに「上

溝正応五年（1292） 

の板碑」が安置され 

ている安楽寺を参拝 

・見学しました。最 

後に「清水家旧主屋 

・長屋門」を見学し、 

ＪＲ番田駅で解散しました。熱心で楽しい文

化財めぐりでした。            

（西部班 鴫原）

照手姫伝説伝承地 

三条実美の木扁額 

黒耀石採掘跡の見学 
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文化財調査・普及員 研究・発見コーナー 

      旧市域 最古の棟
む な

札
ふ だ

見つかる－長島神社－ 
長島神社には、建造年のわかる旧市域内で最

古といわれる木の板に書かれた墨書（元禄 16
年・1703）があり、神社関係者に機会があった

らぜひ見たいと依頼していました。 
 
 
 
 
       

元禄 16 年の墨書 

先日、墨書の他に明暦 3 年（1657）と元禄

16 年（1703）の棟札が見つかったという連絡

がありました。 
この棟札は、長島神社の由緒書きには記載が

ありますが、昭和 59 年の相模原市の文化財現

況調査の時には所在不明で、その存在が確認さ

れていませんでした。 
それは、本殿のご神体の奥に“長島大明神 鎮

座”と表書きされた縦長の箱の中に納められて

いました。その墨跡は 350 年前のものとは思え

ない程鮮明に残っていました。なお、墨書板に

は棟下に打ちつけた釘も残

残っていました。 

このことは、旧市域内最

最古の棟札であること、創

創建年が『新編相模国風土

土記稿』の“元禄 16 年の

の再建の棟札あり”の記載

載より更にさかのぼる“明

“明暦 3 酉 3 月再建”と判

判明し、貴重な発見となり

りました。 

 

 

※『津久井郡文化財 神社 

編』には 15・16 世紀の 

棟札の残る神社が何社か記載されています。 
    （東南班 安岡） 

 
 

半左衛門と名づけられた地蔵さん ついにその子孫と出会う
大沼の地蔵堂に半左衛門と呼ばれている地

蔵さんが安置されています。               

半左衛門はうちの先祖！ 

長い間名前の主について墓所を調べたり、地

元の人々に尋ねていました。 

ところが、先日畑で偶然出会った嶋野春作さ

んにこれを尋ねると、「半左衛門はうちの先祖

と聞いているよ」と言われ、さっそく検証して

見ました。 

半左衛門は実在した 

半左衛門地蔵嘉永3年の宗門人別帳に半左衛

門の名が確かに記されています。またこの時代

の家並み図を見ると半左衛門の家は、現在の嶋

野本家の位置に当てはまり嶋野家のご先祖に

間違いなしです。明治１０年の戸籍帳にも半右

衛門の名があり、明治の頃まで代々「半」の文

字が使われていたことが分かりました。 

（代々半左衛門と半右衛門の名が見られる） 

建立の由来は伝承がある 

小方文雄氏（故人）の資料によると文化年間

の頃、豪雨が続き大沼の水が溢れて一帯が浸水

し、何年も年貢を納めることが出来なくなった。 

そこで百姓半左衛門は、領主に再三この実情を

訴え免租を願い出て遂に了承された。この功績

をたたえて村人がお金

を出し合って地蔵を造

ったと記されています。 

苦難を救った半左衛

門さんの地蔵、いつも

赤い頭巾をかぶり、静

かに人々を見守ってい

ます。       

造立文化 3年（1806） 

 丸彫り立像頭部補修（縦 127cm 横 25cm 厚 15cm） 

 

所在地 

相模原市南区 

西大沼 5-2  

大沼観音堂境内 

大沼交差点から 

座間方面に向かっ

て徒歩5分右側     大沼地蔵堂 

         

（東部班 太田） 

元禄 16 年と明暦

3 年の棟札 
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文化財めぐりマップ 紹介コーナー

津久井地区文化財めぐりマップ その１ 
今回と次回にわたり、橋本から津久井街道（国道 413 号線）を一路西へ向かい、街道沿いに

ある津久井地域の文化財をご紹介します。今回は、前半として旧津久井町内の文化財をご案内

いたします。 
 

マップ①：津久井城址と築
つく

井
い

古城
こじょう

記碑 

   津久井湖沿いのバス停「北根小屋」手前

を左折し、城山中腹の津久井湖城山公園「パ

ークセンター」から山頂の「津久井城址」

を目指します。本城曲
ほんじょうくる

輪
わ

内に「築
つく

井
い

古城
こじょう

記

碑」があります。健脚の方にお勧めします。 
マップ②：伝津久井城主内藤氏の墓 

   パークセンターの坂下には、津久井城主

内藤左近将監景定のゆかりの「功
こう

雲
うん

禅寺
ぜ ん じ

」

があり、内藤氏とされる墓石があります。 
マップ③：観音寺

か ん の ん じ

の仁王門 

津久井赤十字病院前から旧街道の中野商

店街に入り、バス停「六本松」の清水酒造

の角を左折し、急坂を登ってゆくと、観音

寺の仁王門に出ます。親柱 4 本と控柱 4 本

からなる八脚門で、市内では数少ない歴史

的価値の高い建造物です。 
周辺には「憲政の神」といわれた政治家 

尾崎咢堂の記念館や津久井郷土資料室もあ

ります。 
 
 次回は、相模湖地域を紹介しますので、

ご期待ください！   （津久井班 久保） 
       

     

                                                  

津久井広域道の発掘調査まもなく始まる！  

 津久井城跡荒
あら

久
く

地区で、津久井広域道路建設に伴う発掘調査がまもなく始まります。この場所

は、津久井城家臣屋敷跡の伝承地付近で、津久井城に関係する遺構の発見が期待されます。秋頃

には発掘調査見学会を開催予定です。 

旧石器ハテナ館事業のお知らせ  

○ナイトミュージアム in 田名向原：8/21（土）午後 7：00～8：30 
･･･旧石器ハテナ館と遺跡公園を夜間開放します。肝試しとクイズにチ  

ャレンジして参加賞をゲットして下さい。 

○「岩
いわ

宿
じゅく

遺跡の講演会」と「岩宿ツアー～博物館見学＆旧石器料理～」 

・講演会･･･9/4（土）午後 2:00～講師：小菅将夫氏（岩宿博物館学芸員） 

・岩宿ツアー･･･9/11（土）旧石器の料理体験等。詳細は旧石器ハテナ館（042-777-6371）まで。 
＊文化財調査・普及員の活動や通信紙「さねさし」のバックナンバーは次の手順で閲覧できます。 

相模原市ホームページ→観光・文化（一覧を表示）→文化財・史跡→文化財調査・普及員  
発行連絡先  相模原市教育委員会 文化財保護課  電話 ０４２－７６９－８３７１ 

旧石器ハテナ館展示室 

文化財保護課からのお知らせ


